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『捨てる』から『活かす』へ

― 福建・漳州の牡蠣殻リサイクル ― 

環境対応の波は、石材業界にも

平素より格別のご高配を賜り、誠にありがとうございます。

今月はまず、石材の産地・福建省でいま注目を集めている、少し意外な「リサイクル産業」

の話題からお届けします。

■【現地レポート】漁業の街・漳州で、牡蠣殻が“資源”に変わる

福建省漳州（しょうしゅう）では近年、牡蠣殻を再資源化する循環型産業が大きく成長し

ています。漁業が盛んなこの地域では長年、牡蠣殻の大量廃棄が環境負荷の課題となって

いました。それを粉砕・乾燥・殺菌したうえで、農業向けの“土壌改良材”として再利用

する取り組みが本格化しているのです。現在では香港・日本・東南アジアへの輸出も増え、

地域の新しい産業モデルとして注目されています。

《豆知識》牡蠣殻の主成分は炭酸カルシウム。酸性に傾いた土壌を中和し、作物が育ちや

すい環境に整える働きがあります。“厄介な廃棄物”も、視点を変えれば立派な農業資材に

――まさに一石二鳥の取り組みです。

■【背景】福建省が進める“グリーン転換”

この牡蠣殻リサイクル事業は、単なるローカルな話題ではありません。福建省が掲げる「循

環経済」「環境型産業」「廃棄物の資源化」という政策方針を象徴する取り組みです。加工

工程の標準化や品質規格の整備が進み、かつては廃棄コストがかかっていた素材が、付加

価値のある輸出品へと生まれ変わりました。省内では、環境負荷を減らしながら産業の競

争力を高める“グリーン転換”が、各分野で加速しています。
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■【石材業界へのヒント】環境対応は、決して他人事ではない

こうした流れは、石材業界とも無関係ではありません。福建省では近年、環境規制の強化

が進んでおり、石材工場に対しても、石粉対策設備の整備、排水処理の高度化、端材の再

利用などが、今後ますます求められていくと考えられます。漳州の牡蠣殻リサイクルの成

功は、「廃棄物を資源として再活用し、環境負荷を減らしながら産業の質を高める」という

福建省全体の方向性を示すもの。石材工場にも、同じ波が確実に及んでいます。

■貿易部より一言

今回の話題を通じて強く感じたのは、「捨てていたものも、視点を変えれば新たな価値にな

る」ということです。石材業界でも、これまで“コスト”と捉えていた端材や石粉が、い

つか“資源”として見直される日が来るかもしれません。変化を前向きに受け止める姿勢

こそ、これからの時代に求められているのだと感じました。

【今月の石種紹介】カンボジア 654
今月ご紹介するのは、最近お問い合わせが増えており、以前にもご紹介した「カンボジア

654」です。同じ名称でも数種類の石目が存在するため、使用用途も含めて改めて整理して

ご紹介いたします。 

■丁場について

カンボジア 654 の丁場は、首都プノンペンから車で約 6時間の場所にあります。丁場は「旧

丁場」と「現丁場」に分かれています。旧丁場は、採掘が進むにつれてキズ・ムラが増え、

石質が安定しなくなったため、現在は採掘を停止しています。 

↑ カンボジア 654 丁場

一方、現丁場では現在も採掘が続いていますが、非常に特徴的な地質構造を持っています。



同じ丁場内でも、採掘位置が数メートルずれるだけで石目が変化したり、色が黒くなった

りするため、複数の石種が混在する“複雑な丁場”となっています。そのため、カンボジ

ア 654 にはいくつかの種類があり、今回は比較的メジャーな 3種類をご紹介いたします。 

◆ カンボジア 654 3種 早見表

種類 別名・呼称 石目の安定性 主な用途 特徴・注意点

① 中目 青山 654・深山 654 比較的安定・扱いやすい 墓石 難点が少ない。入荷時期で色目が微妙に

異なる場合あり

② 中細目 工場により「細目」

「中細目」等

やや不均一 建材（採用が多い） 黒玉・色差・ムラ・目合いの不均一が

出やすい

③ 細目 長泰細目に似た 

石目

情報が少なく要観察 取扱い工場が

限定的

難点として黒玉。今後の動向を見て判断

① カンボジア 654 中目
青山 654・深山 654とも呼ばれる石種です。カンボジア 654の中では石目が比較的安定し
ており、難点が少ないため扱いやすい石です。ただし、丁場の特性上、入荷時期によって

色目が微妙に異なる場合がございますので、発注前に石目・色目のご確認をお勧めいたし

ます。

② カンボジア 654 中細目
工場によって「細目」「中細目」「カンボジア 654」など呼び名が異なるため、注意が必要
です。黒玉・色差・ムラ・目合いの不均一が出やすく、墓石用途では前述の“中目”の方が

安定しています。一方、建材用途ではよく使用されており、建材工場での採用が多い石種

です。

③ カンボジア 654 細目
取り扱い工場が限定される石種で、長泰細目に似た石目を持ちます。弊社では使用頻度が

少なく、情報も多くありませんが、現時点では「中細目」よりもさらに難点が多く、墓石・

外柵には向かないと思われます。難点としては黒玉・色差・ムラ・目合いの不均一が挙げ

られます。



① カンボジア 654 中目  ② カンボジア 654 中細目  ③ カンボジア 654 細目

今月はカンボジア産の石をご紹介いたしました。今後も新しい情報が入り次第、随時お届

けいたします。ご不明点やお問い合わせがございましたら、弊社営業担当までお気軽にご

連絡ください。

まだまだ厳しい暑さが続きますが、皆さまどうぞご自愛ください。次号もどうぞお楽しみ

に。

JSC貿易部では、今後も現地で感じた中国やインドの最新情報をはじめ、皆さまのお仕事
に役立つ情報をお届けしてまいります。

引き続き、日本石材センター株式会社をよろしくお願いいたします。

今月も最後までお読みいただき、誠にありがとうございました。

2026/08/01 


